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量ってチャレンジ 参加者大募集
毎日の体重測定が、生活習慣を見直すきっかけに！

1日1回、自宅で体重を測定してグラフに記録するだけの簡単なチャレンジです。「体重を減らしたい」
「今の体重を維持したい」など健康的な体重を目指したい方はぜひご参加ください。

第６期総合計画素案のパネル展を開催します! 
一緒につくる石狩の未来

市民の皆さまからのご意見や審議会での議論な
どを踏まえて策定した総合計画の素案を、市内
13カ所で紹介します。ぜひお立ち寄りください。

問合せ 企画課☎72･3161

複合施設整備に関するアンケート調査のお願い
あなたの声を、新しい施設づくりのヒントに！

市では、まちづくりの中心的役割を担う市役所周辺エリアに、市
営プールと文化ホールを主な機能とする、新たな市民のふれあい
や交流を生み出す「まちなかふれあい拠点施設」の整備を検討し
ています。今後の検討の参考とするため、アンケート調査へのご協
力をお願いします。 

回答期間 3（月）～23（日）
問合せ 企画課☎72･3161

申込・問合せ 健康推進課（りんくる１階）
☎72･3124

実施期間
参加対象

申込方法

９/１（火）～12/10（木）
18歳以上の市民または
市内に通勤･通学する方
24（月）までに電話、窓
口または申込フォームか
ら申し込み

参加特典 ①体重記録表
②測定会への参加
内容：InBody(体成分分析装置)、

ベジチェック（野菜の摂取
レベルが分かる）測定

日程：27（木）･28（金）･31（月） 
※時間予約制

③運動講座･栄養講座への参加
④参加賞

開催期間 8（土）～23（日）

▼
第2回いしかり地産地活博

▼
はたちのつどい

▼

石狩ミライゆる会議 番外編

▼

石狩市総合計画策定審議会

ご意見をお寄せいただいた皆さま、
ご協力ありがとうございました！

▲申込
　フォーム

参加費無料

開催場所
･市役所（花川北6･1）
･厚田支所（厚田45･5）
･市民図書館（花川北７･１）
･花川北コミセン（花川北3･2）
･花川南コミセン（花川南6･5）
･八幡コミセン（八幡2･332）
･望来コミセン「みなくる」
（厚田望来27･7）
･浜益コミセン「きらり」
（浜益630･1）
･こども未来館あいぽーと
（花川北7･1）

･ふれあいの杜子ども館
「ふれっコ」
（樽川4･1）
･観光センター
「ゆめぽーと」
（親船町107）
･道の駅石狩
「あいろーど厚田」
（厚田98･2）
･浜益温泉
（浜益実田254･4）

InBody ベジチェック脂肪と筋肉の
バランスや
部位別筋肉量も
分かります！

裸足で測定器に
乗るだけ！

回答フォーム

▲

※紙での回答は、「あい･ボード」にある用紙をご利用ください
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石狩市で職人歴23年の一級塗装技能士。笑顔と真
心をモットーに、市内とその近郊の一般住宅・アパー
ト・マンションの屋根・外壁の塗装、リフォーム工事
などに取り組みます。本年度から石狩商工会議所 
青年部 副会長に。

▲Instagram

今回の「働く現場」

屋根外壁塗装専門店 
木下塗装
花川北1･4･187所
☎62･8203問

木下塗装 代表

木下澄貴さん
（
42
歳
）

す　み た　か

商工労働課☎72･3166問

　住宅塗装は、建物を保護し、装飾するため
のもの。長い間、「色彩でいかに美しく見せる
か」に焦点が当てられてきましたが、「これか
らは違います」と木下さんは語ります。

地球温暖化などが懸念される現代、塗料の世
界も日進月歩で進化しています。例えば、塗るだ
けで太陽熱を反射して建物の温度上昇を抑え
るものや、雨水の浸入・ひび割れを防ぐものな
ど、環境に配慮した高機能な製品が次 と々登場
しているんです。プロとしてそういう最新情報にア
ンテナを張り、積極的にお客さまへ提案して“家
を守る”お手伝いができればと考えています

　一方で、遮熱性や防水性といった特殊な機
能を持つ塗料は、昔ながらの刷毛やローラー
では扱えないこともあります。

試行錯誤しながらも、新しい道具を使っていか
なければならない。正直それは、職人にとって非
常に労力のかかることです。しかし、そこに挑戦
できるかどうかが、これからの塗装業界を生き抜
く鍵になると感じています

　19歳から父の下で修業し、職人としての腕
を磨くだけでなく、営業や事務も経験してきた
木下さん。塗装業の新たな可能性を模索し、
「自分らしいアプローチで勝負したい」と5年
前に独立しました。創業当初からSNSで施工
事例や塗料の具体的な機能を発信し続け、現
在では多くの反響が寄せられています。

おかげさまで、SNSは新規のお客さまとの出会
いに大きく役立っています。プロである以上、きれ
いに塗るのは当たり前。これからの職人には、情
報を適切に「伝える力」も不可欠です。自分らし
く、お客さまにプラスアルファの付加価値をお届
けできるよう、これからも挑戦を続けていきます

　時代の変化と真っすぐ向き合う木下さん。
そのまなざしには技術への妥協なき誇りと、
塗装を通して住まいの未来を守りたいという
情熱が宿っています。

働 く 現 場 か ら

は　け


